
今
は
昔
、
土
岐
市
に
緑
豊
か
な
植
物
園
が
完
成
し
た
頃
。
世
間
で
は
、
映
画
「
ウ
エ
ス

ト
・
サ
イ
ド
物
語
」
が
ロ
ン
グ
ラ
ン
上
映
し
、
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

今
月
は
50
年
前
の
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
の
土
岐
市
を
振
り
返
り
ま
す
。

昭和37（1962）年
「土岐市広報」より

環境課
内線253

この年の５月19日から３日間にわたり「第１回美濃焼原産地見本展示会」
が大阪市で開催され、同時に大阪市内の陶業界の名士を多数招いて懇談会が行
われました。懇談会では、参加した大阪府陶商組長が「美濃焼でこんな立派な
ものができるかと驚いた。安い物ではなくこういったものを作ったらいい」と
語るなど、忌憚ない意見が交わされました。

本市主催で大阪見本市　〈５月５日号掲載〉

昭和32年９月、下石町に市立
植物園が造成されることになり、
数年かけてさつき園やバラ棚のほ
か“鳥の家”などが造られました。
そして昭和37年の春、植物園の
中央に日本式石庭（写真）がお目
見えし、訪れた人は美しい石庭を
前に、何度もカメラのシャッター
を切っていたそうです。

日本式庭園が完成
　　　　　　〈６月15日号掲載〉

き　たん

広報とき　2012.12.1511

日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
服
装
が
厚
着
に
な
り
、

ご
家
庭
で
は
暖
房
器
具
が
活
躍
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

節
電
と
い
う
と
夏
ば
か
り
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
が
、
実
は
、
冬

こ
そ
節
電
が
必
要
な
季
節
な
の
で
す
。

全
国
の
家
庭
で
消
費
す
る
電
力
量
を

月
別
に
見
る
と
、
夏
場
よ
り
も
１
月

か
ら
３
月
ま
で
の
冬
場
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
は
一
番

暑
い
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
が
電

力
消
費
の
ピ
ー
ク
で
す
が
、
冬
は
一

家
団
ら
ん
の
時
間
で
も
あ
る
午
後
７

時
か
ら
９
時
ま
で
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。

冬
の
節
電
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

消
費
量
の
ピ
ー
ク
時
に
消
費
量
の
大

き
な
電
気
製
品
を
同
時
に
使
わ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
電
気
製
品

の
使
用
が
重
な
ら
な
い
よ
う
、
家
事

や
生
活
の
中
で
譲
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
広
い
部
屋
を
暖
め
る
に
は
、

ヒ
ー
タ
ー
よ
り
も
エ
ア
コ
ン
の
方
が

効
率
的
で
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま

す
。
夏
同
様
、
冬
も
節
電
を
意
識
し

て
生
活
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
寒
い
冬

で
も
上
手
に
節
電
す
れ
ば
、
お
部
屋

だ
け
で
な
く
財
布
の
中
身
も
暖
か
く

な
る
か
も
。
ま
ず
は
簡
単
に
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

冬
の
節
電

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

次
は
あ
な
た
も　

エ
コ
ラ
イ
フ

消費電力の
大きな電気製品

▷電気カーペット
▷電気ストーブ
▷ジャー炊飯器
▷電気ポット
▷電子レンジ
▷ホットプレート
▷オーブントースター
▷ＩＨクッキングヒー
ター
▷食器洗い乾燥機
▷温水洗浄便座
▷ドライヤー
▷洗濯乾燥機
▷浴室乾燥機
▷掃除機
▷アイロン　　　など


